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ムラサキオカヤドカリ（甲殻類，異尾類）の海岸での

本州初の幼生の放出の確認
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First observation on release of larva Coenobit1αpurpureus (Crustacea, 
Anomura) at a coast of Honshu, Japan 
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Abstract. In summer of 2011 (July and August) r巴l巴aseof larva of Coenobita 

purpureus was obs巴rvedat a coast of Shi1 ahama‘Wakayama Prefecure, Honshu, Japan 
for the first time at night （ιa 20 21:00）『 showingonly several times of pumping behavior 

in two individuals. 
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（要約）

2011年の夏季（ 7 -8月）に，和歌山県白｛兵町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“南浜”で 2個体

のムラサキオカヤドカリが夜間（20-21 時頃）に波打ち際で幼生を放出する行動（pumpingは数回と

少ない）を示したので。本州初記録として報告する

はじめに

世界の熱帝・亜熱帯を中心に分布するオカヤ

ドカリ類は 15種が知られ， H本にはそのうち

の7種が生息し，世界のこの類の分布北限は紀

伊半島沿岸とされる（小宅－藤川、 2009). 和歌

山県白浜町では古くから生息の記録があり（三

宅， 1951），越冬も観察されていたものの（池田・

今福， 1987). この類に関するその後の報告は

途絶えた近年になって大分県句高知県，三重県，

静岡県，神奈川県でもオカヤドカリ鎖が発見さ

れている（松尾・神田， 2001，中林・岡.2007; 

伊藤ラ 2007：，小宅・藤川.2009；中地， 2009). し

かし，奄美諸島灯、北の地域では，たとえ生息

していたとしても再生産につながらない無効

分散とされている（朝合， 2004；小宅・藤川，

2009). 今回，ムラサキオカヤドカリ Coenobita

purpureus Stimpson, 1858が海岸で幼生を海へ放

っ行動が本州で初めて観察されたので報官し

再生産に関して考察する。

材料と方法

201 l年夏（7 8月），和歌山県白浜町に所在

り豆絡先（Correspondingauthor): shkubota@rnedusanpolyp.rnbox.rnedia.kyoto-u.ac.Jp 
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ムラサキオカヤドカリの：本川fJJの土）Jll/以／［＇，

する瀬戸｜臨海実w会所“出i:fl＇”WJ辺区J攻で｜ごlの

入り後の数｜時ll:fJ灯、｜人lにオカヤドカリ類のII＇，現個

体数を調べ.%：に幼少の放IH行動に留意した

内浜半島先端部の調査［）（j9iz （瀬戸｜臨海実1政所構

内 番所山全体 ）に 初めて現われた個体には

その貝殻にスプレー式のペイン トで印をつけ （8

月末で 2281固体 ）， 数は多くはないが，繰り返

し出現した個体には異なる色を増やしていった

（最多で 51旦｜山現） 夜間なので光をあてて調

交したが，熱の山ない LEDの弱光を照射した

オカヤドカリ類は天然記念物なので，この調査

には県と町の許可（指令丈第 120の （3）） を得て

行なった（久｛呆回， 2011)

結果と考察

2011年 8月8Hの正午頃に京都大学瀬戸臨

海実験所水族館ll'r口付近で見つかったムラサキ

オカヤドカリ （甲長30mm）（ 図 I）が（ハリエビ

スLischkeiaa!winae (Lischke, 1871）を宿貝とす

るが，これは封を水族館で飼育展示般にその故

を捨てたもの ）.9 1::1後に瀬戸臨海実験所“再Ji！了

に再度出現し幼生を海へ放出したのを確認し

た（図2) これは本州初のその行動と幼生の右許

可、となる

この雌個体は 2011年 8月 17日19時30分（曇

りで月は山ていない），瀬戸臨海実験所‘南浜”

の満潮線より lmほと、上の砂浜の岩陰て、うずく

まっていた 15分俊に海へ向かつて移動を始

め， しばらく同じ岩影の海側で休んでいたが，

20時頃にすぐ前の海へ入った その直後，強

い波にまかれて 50cmほとご流されたが．すぐに

姿勢を正して海に向かつて身構え 7 波が打ち寄

せてきた時にあわせて海中で休を数度ふるわせ

た この行動を数分の聞に 3凶繰り返した 内

2回の行動の時に，海水を砂ごとすくって，そ

の中に幼生がし、ないか直ちに顕微鏡で調べた

その結果，わずかに l何体の幼生が採取されて

いた幼生の斤l長は 0.98mm，全長 l.70mmだっ

た（ 図 2)
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このムラサキオカヤドカリは 4 11前でのプラ

スチ y ク容出による幼itの採集のためか すぐ

に｜住へ向かつて移動を始めたので採取し研究

需で卵をも っているか調べた貝殻から出すと句

左側の付属肢（腹肢 ）に発｜仮した幼生や卯を抱

えていた（｜豆13）が，その数は多くはなかった

この個体はすぐ元の場所へもとした その後は

出現しなくなった

調査期間中に｜司様の行動がは られたのは引l

ifi'il体（サザエ Turbo(Batil!us) cornutus Lightfoot‘ 

1786が宿民で，これも水族館が捨てたもの）で

ただ 1liJIの出I見で，この時は幼正｜をリ リースし

ているような pumping行動が数｜旦｜見られたが

(201 l年7月231::1 20:44 -20:51）， この時もア

カテカニ類の幼生放出とは異なり，肉｜｜艮では：！JJ

生は全く見えなかった（この時は幼少ーの採集を

試みなかった ）

卜記のように守南浜”で 2度だけ観察でき

たように 両日とも l個体ずつしか砂浜に来て

おらず。こ こではごく少数の個体が恐らく少数

の幼生を海へ放つようである

なお，続いて 9Jl 1-11も同様のW>l察を続行した

が（新たに 7個体のみ出現）. 2度の台風 （12· ~· 

と 15号 ）に阻まれ守 通常よりも長期間荒れ狂

う海のため計画どうりに実施できなかった こ

の期間中も幼生の放出行動はできるだけ調べた

が句 見られなかった

本来の生息域である沖縄県ではオカヤドカ

リ類が幼生を海へ放出する行動がよ く観察され

ており， pumping回数と swashzoneへのi帯在時

間もよく調べられている（沖縄県教育委員会，

2006) 今回の白浜で、の 2度の幼件放出行動を

それと比べると，行動を起こした季節 （月），

時刻，海Illへの滞在時間に顕著な違いはみられ

なかったが，沖縄では 525同もやる pumping

凶数が，白浜では数回（少なくとも 3阿）と少

ないので． 差があるのかもしれない また幼生

の放出数も肉眼で見えなかったこ とから，沖縄

県での放出数より少ないと思われる

これらn浜産の2個体のムラサキオ カヤドカ
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図 I. 和歌｜｜｜！県白j兵llrJに所在する瀬戸臨海実験所に 1'l~1 現
したムラサキオカヤドカリ（宿貝はハリエビス）

Fig. l. Coenohito purpureu白Yinhabited in Lischkeia oh1心we

found in the campus of the Seto Marine Biological Labo-
ratory at Shirahama、WakayamaPrefecture, Japan 

rx1 3. 腹JJ支に卵や幼生を抱えたムラサキオカヤド
カリ

Fig. 3. Eggs and larvae attached to pleopod of Coe11oh11α 
purpureus from Shiraharna, Wakayama Prefecture, 
Japan 

リは．水族館で展示に使った大きな巻貝の殻を

利用しており ．休が大きく成長した場合 交換

できるような体に見合った大きな貝殻が海岸に

ほとんどないので，このような手段をと ってい

るのであろう そのためか，大型個体は調査区

域では少数しか見つかっていなし） （久保田，未

発表） 従って，本種の少数個体が散発的に幼

生を放出できたとしても，ここでのオカヤドカ

F3 
F3 

今
ム

区12. ムラサキオカヤドカリの放1'H幼生
Fig. 2. Released larva of Coenobito purpureuλ 

inhabited in Lischkeia ohvinae 

リ類の{=bf生産は期待できないと推察され．無効

分散になっていると推察される
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